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■研究目的
文化心理学の比較研究の視点によ

り、社会的・文化的な要因が異なれば、
そこから得られる幸福感の属性も異な
ってくることが示されている。たとえば
日本文化においては、人は意味ある関
係性との結びつきを確認した場合に幸
福を感じがちであるのに対し、北米で
は、人は個人の内的属性の価値を確認
した場合に幸福を感じがちであるとさ
れる。この事実は、日本をはじめとす
るアジア文化が人との円滑な関係に価
値を置くのに対して、アメリカ文化は
個人の独立に価値を置くという仮説に
適合している（Uchida, Norasakkunkit, 
& Kitayama, ２004）。

たとえば身近な人からのサポートが
心身にもたらす効果についての研究は
その成果の 1 つである。当然のことな
がら、人との結びつきは、欧米におい
てもストレス軽減に効果があるなど、
精神健康と関連すると報告されている

（Cohen & Wills, 1985 ; Uchino, et al ., 
199６）。北米ではサポートを受け取るこ
とで「私は周りからも受け入れられる
良い人間なのだ」と感じ、個人の自己
効能感を維持できるため、精神健康が
導かれると説明されるというように、
自尊心との関連で語られることが多
い。しかし、このようにサポートの効
果が自尊心に依存している文化では、
逆にサポートが自尊心を傷つけてしま
うような場合には、幸福感が得られな
いという知見も得られている。サポー
トを受け取るということは時に他者へ
の依存や自分の力不足を示すことにな
るため、自尊心や効能感を損ない、ネ
ガティブな感情が引き起こされてしま
うという。ゆえに周囲からのサポート
に気がついている場合より、知らない
うちに受け取っている場合の方がポジ
ティブな効果があるという知見もあ

る。このように、自尊心に価値がおか
れる文化では、サポートの受け取りが
幸福感を高めるかどうかは、いずれに
しても自尊心次第といえよう。

これに対して日本などの文化におい
ては、情緒的サポートを受け取ること
で周囲の人との結びつきを感じること
自体に価値があるため、サポートの受
け取りは自尊心が高まるかどうかにか
かわらず幸福感を高めるということが
示されてきている(Uchida, et al., ２008)。

このような文化心理学的知見は、実
際の身体健康の維持や、病気に対する
療養行動にどのような効果を持つのか
は明らかではなかった。この点につい
て、特に糖尿病の療養行動に着目し、
医学と連携して日本的な療養のあり方
について検討するのが本研究の目的で
ある。

糖尿病患者には、食事療法・運動療
法が行われ、患者個人の努力や療養行
動へのコミットメントを必要とするも
のとされている。それを支えるものと
して療養指導は重要な役割を担ってい
る。しかし日本の療養指導の現状にお
いては、アメリカの療養指導士の 9 割
が用いている「エンパワメント理論」
がベースになっているという。患者自
らの主体性と自己決定を促し、療養へ
の動機づけを高める方法として知られ
るエンパワメントは、「相互独立的」で

個の主体性を重視するアメリカに特
徴的な指導方法といえる。しかし上
述のように、日本における動機づけ
や自己観のあり方がアメリカとは異
なるのであれば、この方法のあり方
については検討する必要がある。そ
こで本研究では、エンパワメントで
重視される「自己効能感」と、日本
的幸福感を支える「情緒的サポート
の知覚」が療養行動にもたらす効果
について検討を行った。

■平成₂₂年度の研究内容と
その成果
京都大学にて、日本人 ２ 型糖尿病患

者154名の心理社会的側面、療養行動、
自己効能感、情緒的サポートについて
調査を行った。また、アメリカ・デラ
ウェア大学にて、同様の調査を行った。
アメリカのデータについては現在まで
２5名分のデータが収集されており、現
在も継続中である。日本人患者・アメ
リカ人患者とも年齢は６0歳前後が多
く、学歴も14年が平均、糖尿病歴は平
均10年程度と、比較可能なデータ群で
あった。主な結果としては、①日本に
おいては全般的に、情緒的サポートを
より強く知覚しているほど、糖尿病負
担感が低く、療養行動の遵守傾向も高
い、②特に、日本においても相互協調
性（人との結びつきを重要視する程度）
が高い群において、情緒的サポートの
効果が強い、③アメリカでは情緒的サ
ポートと療養行動遵守傾向の関連が見
られず、自己効能感との関わりがとて
も強いという、仮説に合致した結果が
得られた。

これらの知見をもとに、今後の日本
の療養指導の方針について具体的な検
討を行っていく必要があると考えられ
る。
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